
１ 本研究に係る学校及び自治体の推進状況

能代市立能代第一中学校，能代市教育委員会

研究主題

自ら学び自ら考えて表現する生徒の育成

研究のキーワード

・自分の考えをもつ ・横のつながり
・ＩＣＴの活用 ・学習支援ソフトの活用

重点的に活用したソフト，サービス，機能等

・学習支援ソフト「ＳＫＹＭＥＮＵ」（電子ホワイトボード，思考ツール等）
・デジタル教科書（教師用）

１人１台端末の機種（ＯＳ）

・Arrows Tab（Windows10）

１人１台端末以外に活用した機器等

・電子黒板 ・教材提示装置
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本市では，秋田の探究型授業づくりを基軸とした授業づくりに取り組んできた。

ＧＩＧＡスクール構想及び本研究の指定を受け，タブレット等の活用により，探

究型授業のプロセスを機能させることを明確に示しながら，以下のような準備を

進めてきた。

・１人１台端末の導入は，令和２年度10月末までに完了。

・校内の高速ネットワーク整備は，令和２年２月末までに完了。

・独立行政法人教職員支援機構の「学校教育の情報化指導者養成研修講座」を各

校１名以上が受講。各校のＩＣＴの中核的役割を担っている。

・市教委主催の各種研修会を開催（令和２年度，１～２月に３回）

・教育連携している東京都豊島区作成のタブレットを活用した活用事例集を各校

に配付。

・支援校の取組を検証し，研究に共同で取り組むため，能代第二中学校，渟城西

小学校，浅内小学校の３校を協力校に指定。



２ 研究における具体的な取組

・１人１台のタブレット端末でＩＣＴ活用を推進するにあたっては，教材・教具

の面でこれまでの教育方法からの大きな転換が求められるため，職員の抵抗感

が少なくない。それを払拭するためにも，はじめから効果的な活用を求めすぎ

ず，「まず使う」を合い言葉に実践事例を積み上げ，その中で見えてきた成果

と課題から有用な活用の仕方を導き出していく。

・蓄積した実践動画は，職員誰もがいつでも見られるように共有のサーバーに保

存する。「授業を見合う会」以外にも時間に縛られず，サーバーでの共有を目

指す。

(1)教員のＩＣＴ活用指導力を高めるための研修機会の充実

ＩＣＴ活用のポイント，留意点
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①タブレット活用予定表の作成

４月当初，週に１回以上は活用する

ことを呼びかけ，活用予定表を作成。

職員室背面に掲示し，空き時間で相互

に授業を参観し，活用の仕方について

の研修機会とした。

②ＩＣＴ技術支援員との連携

週２日の勤務日に合わせ，教科毎の

優先相談日をローテーションを組んで

計画的に設定。タブレットや電子黒板

の操作方法を学ぶことはもちろん，授

業での活用方法についても意見交換を

行った。

③授業実践動画の蓄積と共有

情報教育支援員の協力を得て授業動画を蓄積し，他の職員の実践に学ぶこと

はもちろん，自身の授業の振り返りにも活用した。ＩＣＴの活用場面を中心に，

２分～10分程度で撮影し，蓄積した数は70本ほどになる。２学期以降は「思考

ツールとしての活用方法」に研究の重点をシフトしつつ，双方向的な活用を目

指した。動画はその研究資料の一つともなっている。



・検討会を２チームに分けることで，一方をＩＣＴ活用に特化した研修機会とし
た。

・授業検討の切り口が異なるだけで，別個の話合いを目指す必要はなく，授業の
本質に迫れば検討の内実は重なってくる。

・研究会の回によって構成メンバーを入れ替えることで，年間を通しての研修機
会に偏りをなくし，人員と内容のバランスを図る。

(2)授業研究会・指導案検討会におけるチーム編成

ＩＣＴ活用のポイント，留意点
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授業研究会や各種訪問時の授業は全てＩＣＴを活用した。事
前検討会は「秋田の探究型授業検討チーム」と「ＩＣＴ活用検
討チーム」の二手に分かれ，異なる切り口から検討した。各研
究会では，県教育委員会の指導主事に秋田の探究型授業を主と
して，市教育委員会の指導主事にＩＣＴの活用の在り方を中心
に指導をいただいた。

秋田の探究型授業検討チーム ＩＣＴ活用検討チーム

・ねらいと評価の整合性
・課題設定の工夫
・見通しのもたせ方
・授業全体の流れ，時間配分
・発問や指示，助言の内容
・主体的・対話的な学びの実現

・ねらいに迫るＩＣＴ活用の在り方
・具体的活用方法と効果
・生徒の思考過程とのマッチング
・操作方法と所要時間
・事前準備

(3)学習支援ソフトを活用した学習活動の充実

◆ＳＫＹＭＥＮＵの「発表ノート」を主に使用。
①資料提示・・・・・・・掛け図や模造紙で示したものが，カラーで一人一人へ。
②ワークシート・・・・・紙媒体に比べ，編集が容易に。双方向性のやりとりも可。
③ホワイトボード・・・・貼り出す時間の短縮と一覧性の効果。
④調査ツール・・・・・・辞書や文献とインターネット調査の併用で。
⑤プレゼンテーション・・グループで１台のＰＣから１人１台での作成へ。
⑥振り返りシート・・・・電子データとしての蓄積が可能に。

２グループからのワークショップの協議内容 ＩＣＴ活用検討チームの話合い

ＱＲ１

研修部報



・ワークシート（紙媒体）とタブレットの時間効率の検討。
・教科部内で作成したデジタル教材の共有。
・「コンパクトでインパクト」のあるプレゼンシートの作成。
・グループ活動時の構成人数とタブレット台数の検討。

(4)学習支援ソフトを活用した学習活動の充実 (実践例)

ＩＣＴ活用のポイント，留意点
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[３年社会科] 基本的人権について学習し，
複数の資料を関連付け，新しい人権につい
てプレゼン資料にまとめている。

[１年数学科] ７５°の角を求める複数の
方法について，タブレットに作図の手順を
示しながら自分の考えをまとめている。

[１年美術科] 制作途中の作品を画像とし
て保存し，制作の過程を並べて比較するこ
とで，変容を振り返る。

[３年理科] 細胞分裂の過程を学習する自
作の教材。画像を動かしながら思考する。

[２年国語科] 漢文の比較教材。選択した
シートに課題に対する根拠を書き込んだり，
線を引いたりして発表につなげる。

[１年英語科] クイズを出し合うときの素
材を配付し，Ｑ＆Ａなどのやりとりを行う。

英語.pdf


(5)その他
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①フローチャート式学習指導案
学習指導案の様式を従来型の学習活動中心の流れではなく，生徒の思考の流

れを想定した形式に変更し，生徒主体の深い学びの実現を目指した。

②タブレット接続テスト・動作確認
サーバーの容量の範囲内でどこまでが可能で，どこからが難しいのか，ＩＣ

Ｔ技術支援員の協力を得て全校同時接続テストを行い，用途に応じた概ねの上
限を明らかにした。

３ 今年度の研究の成果と課題

(1)ＩＣＴ活用に係る児童生徒の意識に関するアンケート諸調査の結果から
【①は県学習状況調査質問紙 上段１年・下段２年】

【②～④は別途県教委ＩＣＴの意識調査 数値は１・２年合計】

そう思う
どちらかと

いえばそう思う
どちらかと

いえばそう思わい そう思わない

②コンピュータを使った学習は，
分かりやすい。 47.1％ 42.8％ 5.3％ 4.8％

③グループ活動でコンピュータ
を使うことは，友達の考えを
知り，学習を深めることに役
立つ。

64.2％ 27.3％ 3.7% 1.6%

④授業でコンピュータを使うこ
とは，自分にあった方法やス
ピードで学習を進めることに
役立つ。

41.7% 31.0% 12.3% 7.5%

①に見るように，県学習状況調査質問紙の結果からは，タブレットの活用率に
ついて，「授業でよく使っている」と答えた生徒が100％であり，「まず使う」
を合い言葉にスタートした今年度の取組の成果を反映している。
また，②「分かりやすさ」や③「考えを深める」という点においては，肯定的

な受け止めが目立つ。画像は全てカラーで配付され，図形や表なども動的な操作
が可能であるため，視覚的な効果は顕著である。一方で，④「自分にあった学習
方法や進度」という点には，「そう思わない」生徒も少なくなく，個別最適な学
びの実現には課題が残る。

ほぼ毎日 週１回以上 月１回以上
月１回より

少ない

①ふだんの授業でＩＣＴ機器を
どのくらい使用しているか。 77.9％

85.5％
22.1％
14.5％

０％
０％

０％
０％

ＱＲ２
③タブレット端末の持ち帰りとルールづくり

「タブレット端末使用のルール」を作成し，生徒と保護者
へ周知。借用書を受領後，無料の学習サイトやタイピング練
習のサイトを紹介し，貸し出した。
家庭内にＷｉ－Ｆｉ環境が整備されていない生徒には日時

を限定した上で，学校の図書室を開放する準備も整えた。
資料等
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鳴門教育大学大学院教授 藤村 裕一 氏 [○成果 △課題]

○全職員でＩＣＴ活用について学び合っている様子がよい。授業検討会での

チーム分けが研修の深まりにつながっている。

○子どもたちがＩＣＴのよさを生かして学習活動に取り組んでいる。手順を示

したり，並べ替えたりと相手に分かるように工夫して説明できている。

△教師がタブレットを持ち，つまずきや対立意見等をリアルタイムに把握して，

個別対応や協働的な学びに生かす。

△学習の流れや時間の配分などを生徒自身が決めて取り組める自立的活動力を

身に付けさせたい。

(2)学校ＩＣＴ教育推進アドバイザーによる支援校訪問から

４ 次年度の研究の展望

研究の２年次を迎える来年度は，研

究の重点を「まず，使う」から「どう，

使う」へ本格的にシフトしていく。問

題解決の各段階においてどのように効

果的な活用ができるか，特に「学び合

い」の段階においての活用を重点とす

る。学力の向上に資してこそのＩＣＴ

活用である。その原則に立ち返って，

協働的な学びを深めることに焦点をあ

て，研究を進めていきたい。

また，課題づくりを生徒中心に行う

など授業改善に努めてきたが，まだ教

師の構想下の授業展開という色合いが

強い。真の意味での「生徒主体」を実

現させるために，いかにＩＣＴを有効

活用できるかについても模索していき

たい。

ＩＣＴは，自ら考え，学びを深めるための思
考ツール

協働的な学びの中で，深い学びが実現する



１ 本研究に係る学校及び自治体の推進状況

大潟村立大潟中学校，大潟村教育委員会

研究主題

ＩＣＴを活用した「主体的・対話的で深い学び」につながる授業づくり

～「分かる・できる」授業の実践～

研究のキーワード

・情報モラル及びセキュリティ能力の育成 ・操作スキルの育成
・タブレットを活用した家庭学習の推進 ・プレゼン能力技能の向上
・社会課題等の解決に向けたＩＣＴ活用 ・学びの質を高めるためのＩＣＴ活用
・「個別最適な学び」に向けた支援の充実

重点的に活用したソフト，サービス，機能等

・ベネッセ「ミライシード」（ドリルパーク，オクリンク，ムーブノート）
・デジタル教科書（教師用・学習者用）
・ベネッセ 無料タイピング教材「マナビジョン」

１人１台端末の機種（ＯＳ）

・Arrows Tab (Windows)

１人１台端末以外に活用した機器等

・電子黒板（Ｉボード） ・Webカメラ
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大潟中学校は，大潟小学校と校舎が一体型になっており，小・中交流が容易に

行える環境にある。また，教職員は複数の教科において相互に乗り入れ授業を実

施するなど，「一貫した教育の提供」を掲げた連携教育を推進している。

ＩＣＴ機器を活用した教育については，平成27年度から児童・生徒用タブレッ

ト端末及び大型提示装置の導入を順次行い，ＩＣＴ機器環境整備に取り組んでき

た。今年度，１人１台の端末整備を機に，学習支援ソフト「ミライシード」及び

全学年において，英語の学習者用デジタル教科書を導入した。また，タブレット

端末の家庭への持ち帰りの早期実現に向けて準備を進めてきた。

村教育委員会では，令和２年度に，端末導入に向けた具体的運用方法及びＩＣ

Ｔ機器活用事例についての研修会を実施した。また，研究の基盤づくりとして必

要な研修となる電子黒板の使い方に関する研修会や学習支援ソフトの使い方に関

する研修会，情報モラルに関する研修会の開催に向けて準備を進めてきた。



２ 研究における具体的な取組

「授業においてＩＣＴを有効に活用する際の３つのポイント」（共通実践事項）
１ 生徒の興味・関心をより高めるものであるか
２ 指導の効率化が図られているか
３ 言語活動の更なる充実が図られているか

(1)ＩＣＴを活用した指導方法の開発及び学習のプロセスを重視した授業づくり

ＩＣＴ活用のポイント，留意点
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①授業のねらいにつながる問いを生徒から
引き出すための導入資料の工夫
各教科の授業の導入段階で，生徒の気付

きや問いを引き出すために様々な工夫を重
ねた。例えば，社会の授業では，地理で中
部地方を学習する際，茶の栽培画像を電子
黒板に提示し，徐々に拡大したり比較した
りすることで，ユニークな栽培方法への気
付きを促す工夫をした。

ＩＣＴ機器を活用した授業例
（社会科，家庭科，保健体育科）

②授業支援ソフト「オクリンク」「ムーブノート」の活用による，生徒同士の
意見交換の活性化と学び合いの充実

③各種デジタル素材を取り入れることによる，プレゼンテーション技能や作品の
表現技法の向上
タブレットによるネット検索やデジタル素材の活用を通して，生徒の想像力を

より高めることにつなげた。美術の授業では，作品制作の過程において，生徒が
描きたいモチーフについてネット検索で様々な資料を得たり，デジタルコンテン
ツを活用したりすることにより，作品自体の完成度が上がったという成果が見ら
れた。

④学習支援ソフト「ドリルパーク」及び総合学力調査による，生徒一人一人に応
じた「個別最適な学び」に向けた取組の推進及びタブレットを活用した家庭学
習の推進
各教科とも，学習支援ソフト「ドリルパーク」を活用し，授業と家庭学習をリ

ンクさせる取組を継続した。また，「オクリンク」を通して生徒のタブレットに
課題を送信し，家庭学習として取り組んだものを教師に提出するという取組も一
定期間行った。こうした取組を通して，生徒個々の理解度や達成状況を適宜把握
しながら，タブレットを家庭学習で効果的に活用する実践を積み重ねることがで
きた。１月には，「ドリルパーク」と連動した総合学力調査を実施し，その結果
から明らかになった個々の課題について，春休み中の家庭学習で重点的に取り組
む計画である。

オクリンクを活用した送受信

本校生徒のタブレットには，ベネッセの「ミライ
シード」が導入されており，その中の授業支援ソフ
ト「オクリンク」を活用することで，生徒同士の学
び合いの充実を図った。特に，生徒の意見を瞬時に
一覧表示する機能を活用し，教師が全員の意見を集
約してまとめたり，その後の話合いにつなげたりす
ることで，生徒の思考が深まり，より積極的に意見
を伝え合う姿が見られた。



・ＩＣＴ教育を進めていく上で，生徒の操作スキルの育成は欠かすことのできな
い基盤要素である。本校では，とりわけ「ブラインドタッチ」の技能向上を図
るため，１年次研究の取組の重点の一つに据えて取り組んできた。さらに小学
校の早い段階からの継続的な育成が望ましいと考える。

・情報モラルの育成については，単発ではなく継続的に行うことや，講習会や研
修会などを生徒と保護者に対して行うことで，家族間で同じ内容を共有するこ
とができ，有益であると考える。

(2)情報活用能力の育成

ＩＣＴ活用のポイント，留意点
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①複数の情報を比較し，必要かつ正しい情報を選別する力の育成
授業における学習資料として，複数の情報を提示する機会はあったものの，そ

の情報を比較し，選別する力を十分に育成するまでには至っていない。そのため，
来年度以降は，より計画的な指導の充実を図っていきたい。

ｅネット安心安全講座（12月）

②ブラインドタッチ等の操作スキルの育成
７月に全校生徒を対象とした「ブラインドタッチ講習

会」を開催した。その際に，ベネッセの無料タイピング
教材「マナビジョン」を紹介した。以来，毎週木曜日の
朝の15分間を，ブラインドタッチ練習の時間に充てて継
続した。休み時間は自主的に練習する生徒の姿も見られ
た。また，夏休み中の練習も奨励し，夏休み後のアンケ
ート結果から，全校生徒の４分の１が「マナビジョン」
を使って自主的に練習していたことが確認された。
当初，指の位置も固定されない生徒がほとんどだった

が，現在はホームポジションからのローマ字入力速度が
向上してきている。

③プログラミング的思考の育成
生徒用タブレットには，プログラミング用アプリとして，自由に使える「embot」

（エムボット）がインストールされている。また，９月には，プログラミング用レ
ゴブロックのアプリである「SPIKE」を，全生徒のタブレットにインストールした。
プログラミング的思考の育成を図るため，今年度は12月に２回に渡り，試験的に

「レゴ・プログラミング教室」を開催した。全校生徒の中から，参加を希望した10
名を対象に，昼の20分間で実施した。講師は，今年度９月から追加配置されたＩＣ
Ｔ支援員が担当した。
プログラミングの初歩的な原理の説明や実際の使い方の講習を通して，参加生徒

が協力し合いながら作業を進め，最終的にプログラム通りに動かすことができた。

④情報モラル・セキュリティ能力の育成
情報モラルの育成に向け，12月に全校生徒を対象に，

「ｅネット安心安全講座」を活用した「情報モラル研修
会」を開催した。講師は（株）ティーガイア東北支店の
武田氏，ドコモショップ新国道店の糸井氏が務めた。ま
た，同じ講座をＰＴＡで保護者向けにも実施した。
情報セキュリティ能力の育成に関しては，タブレット

貸与当初から，生徒個人のアカウント及びパスワードに
ついて，紙で配付せずに覚えさせている。こうした配慮
により，情報セキュリティへの意識付けを図っている。

レゴ・プログラミング教室（12月）

ブラインドタッチ講習会（７月）



・研究を始めるにあたり，その基盤となる研究組織及び研究体制を確立すること
が最重要課題である。その際に，校内組織に加えて，教育委員会や支援校，Ｉ
ＣＴ支援員なども含めた協力体制を組むことや，研究の進捗状況の把握や軌道
修正の検討を含めた話合いの場を計画的に設定することが大切である。

(3)校内研究体制の整備と計画的な校内研修の実施

ＩＣＴ活用のポイント，留意点
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①村教育委員会及びＩＣＴ支援員との協働による，ＩＣＴ活用研究体制の確立
本研究を進めていく上で作成した研究組織図の中で，「研究推進委員会」を立

ち上げ，村教育委員会，協力校の大潟小学校及びＩＣＴ支援員と連携を図りなが
ら，定期的に委員会を開催している。

電子黒板の使い方講座（5月）

③小学校（協力校）との相互授業参観及び合同授業研究会の実施
小中隣接の利点を生かし，研究授業の際など，積極的に相互授業参観を行って

いる。ＩＣＴ活用に関わる合同授業研究会については，来年度以降に実施する予
定である。

②各分野の外部講師による校内研修（含リモート）の実施
５月に「電子黒板使い方講座」を開催し，電子黒板の基本的な操作方法につい

て理解を深めた。また，６月に「ミライシード職員講習会」を開催し，ドリルパ
ーク，オクリンク，ムーブノートの各ソフトの特徴及び使い方に関して詳しく学
んだ。８月にはマイクロソフトTeamsの使い方，１月にはTeamsの授業活用につい
ての研修も行った。11月には管理職を対象にセキュリティポリシー講習会も実施
した。

④学校ＩＣＴ教育推進アドバイザー藤村先生との定
期的な相談活動の実施
４月及び６月にオンラインで開催された「ＩＣＴ

を活用した授業改善支援事業連絡会」において，藤
村先生から本校の研究に関して助言をいただいた。
また，10月には保健体育科の研究授業を行い，その
様子を藤村先生にオンラインでご覧いただき，助言
をいただいた。

⑤村教育委員会の伊藤指導主事の日常的な指導助言
毎月３回程度，本校において授業参観を行い，適宜助言をいただいた。また，

９月に実施した「校内授業研究会」では，指導助言者として，当日の授業の内
容やそれまでの研究の過程を含めて，総括的な助言をいただいた。

ミライシード職員講習会（6月）

保健体育科の研究授業 (10月)



・ＩＣＴを活用することにより，遠方にいる人々との交流の機会を容易に設定す
ることができることは大きなメリットである。加えて，全員が参加できるとい
う点も重要である。現地での直接的な交流が難しい状況下において，オンライ
ンのメリットを生かしながら，今後も交流を継続していく方向で考えている。

(4)村の特色を生かしたＩＣＴの活用

ＩＣＴ活用のポイント，留意点
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①ナショナルボートチームの事前キャンプ受け入れを契機に，平成30年度から
続くデンマークとの交流におけるＩＣＴの活用
今年度，東京オリンピックに合わせ，村で事前合宿を行ったデンマークナシ

ョナルボートチームのメンバーと，７月にオンライン交流会を開催した。
当初は，村での事前合宿中に，チームのメンバーと生徒たちとの対面での交

流を予定していたが，新型コロナの影響で断念せざるを得ず，その代替策とし
てオンラインでの交流を開催した。同じ村内にいながらオンラインに限定され
た交流となり残念ではあったが，互いの距離にかかわらず実施できるメリット
を生かし，今後の定期的な交流の可能性を示唆する機会となった。

デンマークナショナルボートチームとのオンライン交流会（7月）

②オンラインによる国際教養大学との交流
１月27日，28日の２日間，本校１年生と２年生が国際教養大学の学生とオン

ラインで交流した。学生の参加は，両日ともに４名（正規学生）であった。新
型コロナの影響により，今回は留学生の参加は見送られた。
初めに，中学生が地元に関するクイズや箏の演奏などを通して日本文化の紹

介を行った。その後，学生たちがクイズアプリの「Kahoot」を活用しながら，
各自が担当する国について，クイズ等を交えてプレゼンテーションを行った。

国際教養大学との交流
（2年生）

国際教養大学との交流
（1年生）



３ 今年度の研究の成果と課題

(1)ＩＣＴを活用した指導方法の開発及び学習のプロセスを重視した授業づくり
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成果として，授業支援ソフト「オクリンク」を活用することで，学習課題の送
信・受信などのやりとりや，学習の進捗状況の把握を基にした個に応じた支援を
行うことができた。また，生徒に対し，今年度の早い段階からタブレットの家庭
への常時持ち帰りを実現できたことで，家庭での学習にタブレットを日常的に活
用する意識が定着した。
課題として，ＩＣＴを活用することで，導入資料を工夫して提示し，生徒の興

味・関心を高めることはできたが，そこから生徒の問いを引き出すための適切な
工夫が必要であることが挙げられる。

(2)情報活用能力の育成

成果として，生徒の「ブラインドタッチ」の技能向上のため，計画的に時間を
確保して練習を継続したことで，ローマ字入力による入力速度の向上が見られた。
課題として，情報モラル及びセキュリティ能力の育成について，２年目以降も

継続的に取り組んでいく必要がある。その根拠として，１月に１，２年生を対象
に実施した「デジタル・情報活用検定 Ｐプラスコア」の結果が挙げられる。
「問題発見・解決の方法」の分野は比較的よくできていたが，「情報モラル・セ
キュリティ」の分野は得点率が低く，現段階においては弱みであると捉えている。

(3)校内研究体制の整備と計画的な校内研修の実施

成果として，教職員向けにＩＣＴ機器の使い方に関する研修会を定期的に行っ
たことで，心理的負荷が下がり，日常的な使用につながった。また，学校ＩＣＴ
教育推進アドバイザーの藤村先生や村教育委員会の伊藤指導主事から適宜，有益
なご助言をいただいたことで，各時点での取組の成果と課題が明らかになり，目
指す研究の方向性と進捗過程を照らし合わせながら進めることができた。

(4)村の特色を生かしたＩＣＴの活用

成果として，デンマークナショナルボートチームの村での事前合宿に合わせ，

７月にオンラインで交流を深めることができた。
課題として，コロナ禍にあっても，デンマークとの継続的な交流が図れるよう，

ＩＣＴの機能をさらに生かし，オンラインによる遠隔交流などを進めていきたい。

学校評価アンケート
(生徒向け，12月)

あてはまる どちらかといえば，
あてはまる

どちらかといえば，
あてはまらない

あてはまらない

ＩＣＴを使った授業
は分かりやすい 26% 59% 7% 8%

タブレットで家庭で
も勉強している 23% 43% 25% 9%

令和３年度 ICT事業推進に係る検証改善委員会 ICT活用に係る児童生
徒及び教職員の意識に関するアンケート調査 (教職員向け，11月)

本校
(できる)

全支援校
(できる)

あなたは，教育効果を上げるために，コンピュータやインターネット
などの利用場面を計画して活用することができますか 26.7% 13.8%



４ 次年度の研究の展望

(1)ＩＣＴの効果的活用の提案（公開授業）
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次年度，ＩＣＴの効果的な活用の提案の機会としての公開授業を予定している。
今年度の研究の成果と課題について，全職員で共通理解を図りながら実践を積み
重ねていきたい。
本校では，共通実践事項として「授業においてＩＣＴを有効に活用する際の３

つのポイント」を設定して研究に取り組んでいる。この３つのポイントは，本校
の研究の拠りどころとしての機能を果たしており，授業構想の視点であると同時
に，授業の振り返りの視点でもある。来年度以降においても，この３つのポイン
トに基づき，一貫性のある取組を続けていきたい。
11月に教職員に対して行ったアンケート結果から，ポイントの「３ 言語活動

の更なる充実が図られているか」について課題があることが明らかになった。そ
のため，「生徒の言語活動を更に充実させるためのＩＣＴの有効な活用法」につ
いて，より研究を深めていく必要があると考えている。

(2)「個別最適な学び」に向けて支援の充実

２年次研究の取組の重点の一つとして掲げている「個別最適な学び」に向けた

支援の充実に向け，今年度の取組を基盤としつつ，個に応じたきめ細かな支援を
更に充実させていきたい。
今年度の取組の例としては，研究の重点の一つである「タブレットを活用した

家庭学習の推進」における実践が挙げられる。この中で，授業での学習内容を基
にして，自宅で自分なりに要点をまとめる課題や，授業の復習として自宅でドリ
ルソフトを活用する課題を出すといった取組を行った。また，年度途中には，ド
リルソフトの一部に，ＡＩを活用したドリルが登場したことで，更に個別最適な
学びが促進された。
来年度は，こうした学習支援ソフトや複数の授業支援ソフトを，場面に応じて

より適切に活用しながら「個別最適な学び」に向けた支援の充実を図っていきた
い。

(3)プレゼンテーション技能の向上

来年度の取組の重点の一つである「プレゼンテーション技能の向上」について

は，生徒向けに実施した11月のアンケート結果から，更なる取組が必要であると
考えている。プレゼン資料の作成技能とともに，聞き手に配慮した発表技能につ
いても向上させていくことができるよう，支援を充実させていきたい。

令和３年度 ICT事業推進に係る検証改善委員会 ICT活用に係る児童生徒
及び教職員の意識に関するアンケート調査 (生徒向け，11月)

本校
(できる)

全支援校
(できる)

あなたは，コンピュータで表やグラフを作り，それを用いて自分の考え
を表現したり，情報を整理して伝えたりすることができますか 40.2% 44.9%

あなたは，自分の伝えたいことが相手に分かりやすく伝わるように，コ
ンピュータを使って資料を作成したり発表したりすることができますか 44.3% 53.2%



１ 本研究に係る学校及び自治体の推進状況

横手市立横手南中学校，横手市教育委員会

研究主題

共に考え 生き生きと 学びを創る児童生徒の育成

～ 学びの価値を実感できる学習活動を通して「底力」を育成する ～

研究のキーワード

・思考の可視化，操作化，共有化 ・学習履歴の蓄積 ・教材の開発

・情報スキルと操作スキル(学び方を鍛える)
・教員のＩＣＴ活用を推進する校内体制

重点的に活用したソフト，サービス，機能等

・リアルタイム授業支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」
・学習者用デジタル教科書（５教科）
・学習ドリル「ｅライブラリアドバンス」
・Keynote
・ZOOM

１人１台端末の機種（ＯＳ）

・iPad（iOS）

１人１台端末以外に活用した機器等

・大型提示装置75インチディスプレイ「スターボード」
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・本中学校区で育成したい資質・能力との関連を図り，特に学習面において目指
す生徒の姿を「底力のある南中生」として実践を重ねてきた。Ｈ30～Ｈ31には
本市事業の「言語活動の充実による学力向上推進事業」の指定を受け，「主体
的・対話的で深い学び」の視点による授業改善，ＮＩＥ・学校図書館の利活用
による「ことばの力」の育成に取り組んできた。

・対話的な学びの充実に向けては，「４つの思考スタイル」の設定，トリオによ
る話合い活動，思考ツールやホワイトボードによる議論の構造化と可視化など
を共通実践としてきた。今後は，思考場面に着目しながら個別思考と協働的な
学びとのつながりの重視や，思考を促すための情報（議論）の操作化により，
更に質の高い学びの実現を目指したい。



対話的な学びの充実に向けて，生徒の思考がより豊かになる言語活動を展開す
るための手立てとして，主に授業支援アプリや大型提示装置を活用した。

○身の回りにある調味料から溶質を取り出す方法を考えて実験を行い，純粋
な物質であるか確かめる。
みそ(白･赤) しょうゆ
→より純粋な食塩を取り出す

○同じ物質を選んだ生徒同
士で考えをもち寄り，実
験方法を検討した。

２ 研究における具体的な取組

(1)各教科におけるＩＣＴの効果的な活用と実践の蓄積
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①思考を促す情報の可視化，操作化，共有化

〇製作品の設計意図を複数の視
点から読み取る。
各視点：｢丈夫な構造｣｢機 能｣

｢材料の制約｣｢材 料｣
｢安全面｣

〇それぞれの
考えを共有
した後，付
箋を操作し
て整理した
り，共通し
た意見をま
とめたりし
て再検討し
た。

授業支援アプリの機能を使って，ノートをグルー
プ学習用ページに設定し，視点別に色分けした付箋
に４人が同時に自分の意見を書き込んだシート

１年 技術・家庭科(技術分野)：材料と加工の技術

グループ設定画面
意図的編成も容易に
可能

１年 理科：水溶液の性質

個の思考から集団での思考へ（個別ノートからグループ学習用ノートを活用して）
前時までに行った実験の撮影映像やイラスト等を使った見やすいレイアウト
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社会：思考ツール(Ｙチャート)を使っ
て視点別に分類

国語：デジタル教科書の機能を使って
本文を切り取り，考えを整理

道徳：画面上のイラストを操作しなが
ら自分の意見をまとめていく

数学：教科書とタブレットを併用し，
仲間と問題を解く

大型提示装置の活用例

注目したい部分を拡大したり，直接書き込
んだりして，全員でポイントを確認する

学習状況を
モニタリング
して，個別に
支援したり，
全体に紹介し
たりする

課題を把握し，解決に向け
ての意欲を高める
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◇学習場面に応じてデジタルとアナログを使い分けたり，生徒に選択させたりす
るとよい。

◇使用頻度が増えると，生徒の操作スキルは確実に向上していく。次第に画面ば
かりに集中せず自然なコミュニケーションがとれるようになってくる。

◇学習成果物等の保存や記録が容易にでき，指導と評価に生かしやすい。

◇手元のタブレット，大型提示装置，発表者など，活動中の生徒の目線に対する
具体的な指示がより必要になる。

ＩＣＴ活用のポイント，留意点

ＩＣＴ機器の利点を生かした教材（学習材）の開発と，学習の成果物等を記
録・保存し，振り返りの充実を図るとともに指導の改善に生かすようにした。

②教材(学習材)の開発と学習履歴の蓄積

○自分の身近にある大切な
物(文房具など)を使って
命ある生きもののような
姿を想像してコマ撮りア
ニメーションで表現する。

○タブレットのカメラ機能
とプレゼンテーションソ
フト｢Keynote｣を使用した。

美術科：命を吹き込もう！～アニメーション表現に挑戦～

撮り直しと確認が容易に

制作途中のタブレットの画面

実際の
映像は
こちら
から

○学びの価値を実感できるように，振
り返り場面を学習のまとまりに応じ
て単元の中に効果的に配置した。

○授業支援アプ
リを振り返り
シートに利用
した。文章入
力の他に，実
際に演技して
いる動画も貼
り付けた。

保健体育科：器械運動（マット運動）の振り返りシート

前時までの自分と今の自分を見つめ，自己
の変容を確認(学びの実感へ)デジタルとアナログの併用
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本校が育成を目指す「底力」（３つの力と９項目）から，各学年の実態に合わ
せて重点化したい項目を，主に情報の収集，整理，分析，発信，それぞれの力と
関連付けて設定し，教科等横断的な取組を行った。

(2)生徒の発達段階に応じた情報活用能力の育成

①カリキュラム・マネジメントに関する取組

１年「説明する」 ２年「説明する」 ３年「追究する」

プレゼンテーション活動を軸にした実践

【各教科での取組】
○各教科で重点化した資質・能
力の育成に適した学習活動が
設定しやすい単元を取り上げ，
実施した。

○プレゼンテーション活動実践例
[国語]
・私の好きなもの
・私たちはどう生きるべきか

[社会]
・現代社会の課題

[英語]
・Save the Animals など

【総合的な学習の時間「全校発表会」12月実施】
全校テーマ
「Create横手～ずっと豊かなふるさと横手を創ろう～」

○ＳＤＧｓの視点か
らふるさとを追究
していく。

○授業支援アプリま
たはKeynoteを用い
て発表資料を作成

○縦割り活動で実施

図や資料を用いて工夫した発表資料

②生徒のＩＣＴ操作スキルを向上するための取組

〇全校生徒一斉のｉＰａｄ講習会
・４月中旬に基本操作や使用の約束などに
ついて確認

〇タイピング練習の時間設定
・スキルタイム（帰会後15分間）で実施
・w e b上のタイピング練習ソフトを活用
・タイピング練習ガイドを作成して配付 タイピング練習ガイドより

(3)ＩＣＴの活用を推進するための校内体制の充実

〇ＩＣＴ推進部の新設とＩＣＴ支援員（２名）の配置
・推進部は，ＩＣＴ活用の視点からの授業研究及び支援員との連携
・支援員は，教材の共同開発，授業のサポート，機器操作の
助言，機器のメンテナンス，不具合への対応等

〇ＩＣＴ活用実践の蓄積と共有，職員研修会の実施
・ＩＣＴ通信の発行と職員会議での実践紹介
・一人一実践の動画提出
・タブレットやソフトの操作方法，情報共有などの内容で年６
回の研修会を実施 研修会用資料のスライド



３ 今年度の研究の成果と課題

(1) ＩＣＴの効果的活用と実践について

○授業支援アプリを中心に授業での活用
が確実に進んだ。表１・２の各種調査
結果からも分かる通り，意見の検討・
交流や共有などの場面で，個別ノート
とグループノートの機能を使い分けな
がら実践を重ねることができた。

○授業のねらい達成への効果や学習効率
に関する検証が不十分であり各教科の
学びのよさを生かした活用方法と場面
の見極めについて，各教科部を中心に
した研究が必要である。

○「個別最適な学び」の充実に向けて生
徒がより主体となった問題発見・解決
学習を設定したり個々の理解度に合わ
せた学習内容を提示したりして，その
学習過程においてＩＣＴをいかに活用
するかを研究していく必要がある。
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活用している場面 肯定的な回答

主に見通しをもったり，課題
を確認したりするとき

40.6％

主に個でじっくり考えるとき 87.5％

主に集団で話し合ったり，考
えを共有したりするとき

90.6％

主に学習内容の確認や振り返
りのとき

53.1％

補助資料や類似問題などの個
に応じた手立てとして

53.1％

表２ ＩＣＴ活用場面に関する教師アンケート

ほぼ
毎日

ほぼ
毎日

ＩＣＴ機器を，他の仲間
と意見を交換したり，調
べたりするために，どの
程度使用していますか

66.4%
(２年)

51.9%
(１年)

表１ Ｒ３県学習状況調査生徒質問紙より

(2) 生徒の発達段階に応じた情報活用能力の育成について

○授業で活用する際に，教師の指示による一斉的な活用場面（全員がグループ
ノートを使って議論するなど）と自分で情報収集や整理の仕方を判断する個
別的な活用場面（デジタルとアナログの使い分け）を意図的に設定すること
が日々の授業において情報活用能力を一体的に育てる上で有効である。

○３年または９年間で情報活用能力を体系的に高めていくための指標となるも
のが必要である。また，情報モラルや情報セキュリティに関する内容も計画
的に進めていかなければならない。

４ 次年度の研究の展望

(1) 各教科の特性を踏まえたＩＣＴの効果的な活用方法の研究

○生徒がより主体となった問題（課題）発見・解決学習の構築
○各教科の学びのよさを引き出す活用の在り方と方法
○個に応じた指導・支援の充実に向けた活用

(2) 情報活用能力の育成と研究体制づくり

○意図的・計画的な情報活用能力の育成に向けた体系表の作成
○研究推進部とＩＣＴ推進部による研究の牽引
○全体研修会・各教科部会の定期開催による情報共有と実践の検証


